









では、東ローマ ( ビザンティン ) 帝国でイコノクラス
ム ( 聖画像を偶像とみなした破壊活動 ) の嵐が吹き荒





























テルノ教会 (Chiesa del Padre Eterno)。2 ヶ所目がグラ
ヴィーナ・イン・プーリアの旧市街地の南にあるサン・



















































































30 数 cm の破片であったので、段ボールで実寸大のパ
ネルを作成し、実際にはめ込んでみることにした。ま
ず、聖書の破片を後陣の剥がされた跡にはめ込んで
みると、博物館に置かれていた状態と同様の状態で
完全に一致したのである【図 9】。一方、左側廊の十
字架を再現したパネルであるが、博物館と同じ置き方
ではめ込んでみると、確かにはまりはするが、剥がさ
れた跡とパネルの形が一致せず、違和感を覚えた【図
13】。そこで 90° 左に回転させた状態で再びはめ込ん
でみると、今度は完全に一致したのである【図 14】。
つまり、博物館に置かれている十字架の破片は、正確
な置き方ではなく、本来は 90° 左に回転させた状態で
置いておかなければならないのである。ここから移築
前の全体像を予測すると【図 11・16】のようになる。
４．成果と展望
　今回の調査では、博物館内の小部屋の壁画が、もと
はパードゥレ・エテルノ教会に描かれていた壁画とい
うことが分かり、またそれらの裏付けの調査の中で、
あまり記録の残っていないマッセッロ法の方法につい
て考察することが出来た。壁画へのダメージを最小限
にするために、どこから、どういう順番で切断し、移
築していくのか、また、どのくらいの幅で切断してい
くのか、ということが推測できる。さらに、サン・ヴ
ィート・ヴェッキオ教会の調査も含めば、マッセッロ
法の実態について多くのことを予測できる。今後、他
のマッセッロ法で移築された壁画を調査していくこと
で、より正確で、詳細な実態をつかむことが出来るだ
ろう。
　マッセッロ法によって移築された壁画は、野ざらし
の壁画よりも湿度や温度が調整され、良い状態で保存
される。しかし、移築された博物館内の小部屋の壁画
がいくらきれいに残っていても、どこにあったものな
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のか、記録が残っていなかったのは問題である。記録
がなければ、マッセッロ法によって移築され、時間が
たち、その壁画がもとはどの教会にあったものなのか、
わからなくなるのは当然のことである。もしかしたら、
移築前の教会が失われてしまう可能性もある。移築前、
後の記録をしっかり残すことは、その歴史的な意義も
残すために非常に重要なことである。今回の発見によ
り、無造作におかれていた十字架と聖書の断片をきち
んと展示すること、また、パードゥレ・エテルノ教会
の管理を厳重にすることが求められるし、それを提示
すべきだ、と考えている。
　洞窟教会に描かれた壁画と博物館に保存されている
壁画では、もちろん、博物館の方が非常に良い状態で
残っている。保存するための環境が整っていなければ
貴重な歴史的文化財である壁画は失われてしまう。今
回の調査では、状態の良くない壁画がたくさんあり、
移築して保存するのは難しくとも、高精細写真で記録
に残す、ということが求められると強く感じた。この
ままでは時間がたつにつれ、よりたくさんの貴重な壁
画を見ることはできなくなる。その前に、現存する壁
画への調査、記録が早急に行われるべきである。
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図１　後陣測量図
図２　後陣正面の左側の壁画
図３　後陣正面の右側の壁画
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図４　左側壁の測量図
図５　左側壁の壁画
図６　右側壁の測量図
図７　右側壁の壁画
図８　後陣上部、聖書の剥がされた跡
図９　聖書跡に段ボールを合わせる
図 10　聖書
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図 11　予想される全体図
図 12　左側廊、十字架の剥がされた跡
図 13　博物館と同じ置き方ではめ込んだ場合
図 14　博物館の置き方から 90°左に回転させた場合
図 15　十字架
図 16　予想されるもとの十字架の図
